
 
          
          
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度より実施している大河津分水路の改修事業実施にあたっては、工事規

模が大きいことを踏まえ、自然環境や生活環境に配慮し進めていく必要があります。 

可能な限り自然環境、周辺環境への影響を回避、低減させる取り組みを行うことし、

今後モニタリング調査を実施することとしています。 

 

記者発表 

平成 28 年 11 月 17 日 

本資料の発表を似て解禁 

大河津分水路の改修事業 環境保全への取り組み 

～自然環境等に配慮して工事を進めます～ 

【問い合わせ先】 

新潟県政記者クラブ、新県政記者クラブ、

長岡市記者会、長岡地域記者会、 

三条市記者室、十日町記者クラブ、 

小出郷新聞、小千谷新聞、越南タイムス、 

ＦＭゆきぐに、エフエム魚沼、業界紙 

 

同時記者発表クラブ 

内容 

1.大河津分水路の改修事業の経緯 

2.大河津分水路の改修事業の位置、 

目的及び内容 

3.大河津分水路周辺の概況 

4.調査、予測及び評価の項目 

5.環境保全への取り組み 

信濃川河川事務所は、｢大河津分水路の改修事業 環境

保全への取り組み｣について、平成 28 年 11 月 18 日に 

事務所ホームページで公表します。 

 
信濃川河川事務所ホームページ ＞ お知らせ 
http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/ohkouzu_kankyohozen/index.html  

 

  
 

国土交通省 北陸地方整備局 信濃川河川事務所 
  広報担当 専門官  小林 正夫（こばやし まさお） 
     電話 ： 0258-32-3020（内線 216） 
  
 

大河津分水路に生息する生き物 

 


